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今後の価値創造に向けては、従業員、社会、パートナー、お客

様と繋がり、共に新たな価値を創造する「共創」が不可欠です。

ブリヂストンは、東京・小平市にある研究開発拠点を再構築し、

イノベーション拠点「Bridgestone Innovation Park — 

BIP」として、2022年に本格稼働させました。ブリヂストンの

歩みやDNA、事業活動や未来に向けた活動をご紹介し、共感

の場とする「Bridgestone Innovation Gallery」に、ブリ

ヂストンのコア技術や商品を実際に見て触ってアイデアを膨

らませる場「Bridgestone Open Innovation Hub」、工

作機械などを有しアイデアを形にする場「ラフプロトスタジオ」

と社外のパートナーが使用できる「共創オフィス」などを有す

るイノベーションセンター「B-Innovation」、モビリティに関

する技術や製品のプロトタイプを、実車を使ってすぐに体感・

検証することができるテストコース「B-Mobility」の3つの施

設で構成され、共感から共議・共研へと関係を深め、共創を実

現する複合施設です。

　このBIPを起点に社会価値・顧客価値の創造に向けて、産

官学のパートナーと共同研究を推進しています。2023年には、

Open Innovation Hub に約2,200人の方にご来館頂き、

17件が共同研究に発展しました。

　その一例として、日本電信電話株式会社（以下「NTT」）とは、

両社が掲げるビジョンの親和性が高く協調できる領域が多い

ことから、両社のビジョン実現に向けて、両社の強みをベース

に、「デジタルツイン」「サステナビリティ」「タイヤを介した環

境及び人にやさしい街づくり」の3つの分野において共同研

究を加速しています。また、株式会社ティアフォーとは、自動

運転技術の研究開発や実用化などモビリティ進化への貢献を

目指した共創も推進しています。加えて、次世代放射光施設

NanoTerasu（ナノテラス）を活用した材料開発を推進する東

北大学との共同研究、共同研究や人材育成などの包括的な取

り組みを進める九州大学との連携など、ブリヂストンのコアコ

ンピタンスを活かした産官学連携での共創活動を拡充してい

ます。

　このBIPを中核に、米国（オハイオ州・アクロン）・欧州（イタ

リア・ローマ）を合わせたグローバル3極のイノベーション拠点

が連携し、各極の地の利・強みを活かした役割分担に基づく

技術開発と、それを実現するための共創活動をグローバル一

体となって進めています。

Energy対象となるBridgestone E8 Commitment Ecology Efficiency Extension Empowerment

Bridgestone Innovation Parkを活用した共創「共感から共創へ」

2023 年
（2022 年からの累計）

お客様・パートナーのご来館
(Open Innovation Hub)

2024 年 日本タイヤ事業のビジネス拠点化 — R&B（研究開発＆ビジネス）一体での共創活動を推進

約 2 ,200 人 共同研究に進展 17 件

Bridgestone E8 Commitment を軸に、「共感から共創へ」加速
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